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発達障害を持つ幼ඣ࣭ඣ❺࣭㟷年࣭成人を持続的に支え

る場に㛵する᳨ウ 

Consideration for the sustainable supporting-place to 

infants, children, adolescents and adults with developmental 

disorders. 

Ώ㎶㞙人1࣭ⵗⱑリḷ2 ࣭ᐊᶫ᫓ග3   
Hayato Watanabe㸪 Shiika Makinae㸪 Harumitsu Murohashi 

せ⣙ 

発達障害を持つ人は、ライフステージ、発達ẁ㝵の様々なẁ㝵において支援の「エアポケット」状

態に落ち込みやすい。このような状態の発達障害を持つ人を支える場として、親の会やセルフヘルプ

グループなどが存在する。本稿では、そのような会とは␗なる観点から運営されてきた団体について

考ᐹする。この団体の援ຓスタッフは、参加するメンバーの発達的な特ᛶを⌮ゎした上で、㛵わりを

持つことがྍ能になった。その背ᬒとして、前身団体における援ຓスタッフとメンバーとの㛵わりが

あった。 

 

 に ࡵ ࡌ ࡣ

 発達障害は、かつてࠦ㍍度͜発達障害と࿧ばれることがあった。ࠦ㍍度͜が意࿡するとこࢁは、機

能的な障害が㍍度であり、೺ᖖඣとのあいだに㐃続ᛶが存在するということである。しかし、これら

のᏊどもたちは、その障害、୙㐺応ᛶがࠦ㍍度͜であることから、「通ᖖ⣭のᩍ員においては手に㈇
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えないᏊどもである一方、㣴護学校ᩍ員からみればなࢇでもないᏊども」であり、「エアポケットに

落ちたᏊども」であった１）。発達障害を持つ人におけるこの「エアポケット」状態は学❺期に㝈った

ことではなく、ライフステージすべてのẁ㝵で発生する。本稿では、この「エアポケット」状態に落

ち込ࢇだ人々を支える様々な「場」の役割について᳨ウし、とりわけ筆者らが長期にわたって継続し

ている団体 2)の特徴的な役割について論考する。 

ᗎ論：Ⓨ㐩㞀ᐖࢆᣢつᗂඣ࣭ඣ❺࣭㟷ᖺࡧࡼ࠾ᡂேにࡅ࠾る「ᒃ場ᡤ」の⌧≧について 

1 Ⓨ㐩㞀ᐖࢆᣢつேの「ᒃ場ᡤ」のࡉ࡞ 
ᖹ成 16 年にไ定され、ᖹ成 28 年にᨵṇされた発達障害者支援法第஧᮲には「この法ᚊにおいて「発

達障害」とは、自閉症、アスペル࢞ー症ೃ⩌その௚のᗈỗᛶ発達障害、学習障害、注意Ḟ㝗多動ᛶ障

害その௚これに㢮する⬻機能の障害であってその症状が通ᖖ低年㱋において発現するものとしてᨻ

௧で定めるものをいう」と示されている。発達障害には明☜なバイオ࣐ーカーは存在しない。そのた

め出生時にデ᩿をすることはᴟめて難しいが、そのような特ᛶを持つᏊ౪たちはしばしば、᪂生ඣ

期࣭ங幼ඣ期より、親にとって「⫱てにくい」とឤじられていた。しかし、このようなᏊ౪も、なࢇ

となく୙Ᏻをᢪえたまま⫱てられるだけで、་⒪に⧅がるケースは必ࡎしも多くはない。また、་⒪

に⧅がったとしても、「様Ꮚを見る」という㑅ᢥ⫥以እはとられないことが多い 3)。 

学習障害を㝖く発達障害のデ᩿がྍ能になるのは㸱ṓ頃であるが、発達障害間の㔜」がしばしば見

られる➼の⌮⏤によるデ᩿そのものの難しさや、保護者にとってわがᏊが「障害」を持つということ

をㄆめることの難しさなどから、特に”㍍度”の困難である場合にはデ᩿がつくことは少ない。幼ඣᩍ

⫱現場（保⫱所や幼稚園）においては発達障害の特ᛶを持つᏊ౪をᣦす「ちࡻっと気になるᏊ」とい

う言ⴥがかなりᾐ㏱してきているようであるが、まさにこの言ⴥが、通ᖖのᏊ౪集団の中では「ちࡻ

っと気になる」が、῝้なၥ㢟としてྛ㛵ಀ機㛵と㐃ᦠして対応する࡯どではないという「エアポケ

ット」状態をᣦしているようにもᛮわれる。 

発達障害者支援法がไ定され、学校ᩍ⫱の中での発達障害に注目する機運がある。᭦に障害者ᕪู

⚗Ṇ法によって「合⌮的㓄៖」が必要であるというㄆ㆑こそ生まれたものの、一人ひとり「特ูなᩍ

⫱的ࢽーࢬ」を持つ発達障害を持つᏊ౪には、༢一の対応ではなくそれࡒれのᏊ౪に合わせた㓄៖࣭

支援が必要である。しかしそのような㓄៖࣭支援を᳨ウする時間的࣭人員的㝈⏺もあって、通ᖖ学⣭

ではなかなか支援をཷけられないのが現状である。より「㔜度」の発達障害に対しては、ᢞ⸆、社会

技能訓練、ឤぬ⤫合⒪法など、生活上の困難࡬の対応が考៖されてきた。௚方で生活上の困難は少な

いが学習上の困難があり、しかし▱的ዲወ心はあって、㓄៖さえあれば高い▱的能力を示すかもしれ

ない発達障害を持つᏊ౪に対する学習支援は、࡯とࢇど行われていない。 

さらに、㟷年期࣭成人期においては、特にᑵ⫋活動や実際のᑵ⫋を通してጞめて㐺応上の困難をឤ

じた人たちにとって、支援の場は少ない。大学では、「アクセࣅࢩリティ支援ᐊ」といった発達障害
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を持つ大学生のㅮ義ཷㅮやᑵ⫋活動を支援する場が発足しつつある。しかし実際にはㅮ義をᢸ当する

ᩍ員඲体に発達障害の特徴が⌮ゎされている状ἣではない。またᑵ⫋先での⌮ゎや㓄៖がᗈがるまで

には相当の時間がかかるであࢁう。親の会などのၨⵚ活動などによる⌮ゎのᗈがりがあること、行ᨻ

の対応が㐍行していること、またインターࢿットでの᝟ሗ཰集がᐜ᫆になったことで、状ἣは少しࡎ

つኚわりつつあるともいえる。しかし౫↛として、発達障害を持つ人はそれࡒれのライフステージに

おいて「エアポケット」状態に落ち込みやすい状ἣにあるとᛮわれる。 

2  Ⓨ㐩㞀ᐖࢆᣢつேの「ᒃ場ᡤ」として機能する団体 

発達障害を持つ人は、ライフステージそれࡒれのẁ㝵で「エアポケット」状態に落ち込まࡊるをᚓ

ない状ἣにおかれているといえる。そのような中で、様々な団体がこのエアポケットをᇙめる活動を

しようとしている。以下ではこのような団体の௦表例として、親の会およࡧセルフヘルプグループの

活動をᴫ観する。 

2 . 1 ぶの఍ 

親の会は、障害を持つᏊ౪の親が、相互にᝎみを相ㄯしたり、᝟ሗ交᥮をしたりする目的で生まれ

たものと考えられる。⫥体୙自⏤ඣなどの親の会では、長年にわたり活動が継続されており、このよ

うな交流により親同士も成長してきたといえる。発達障害（当ึは学習障害という位置࡙けであった）

が社会的に取り上げられるようになってからは LD などの親の会もቑ加している。㸲） 

親の会は、障害を持つᏊ౪の親にとって大きな役割を持つ。自閉症のᏊどもをもつẕ親を対㇟に行っ

たアンケートでは、㢗りになった相ㄯ相手として、自閉症ඣを持つ親௰間を挙げる人が一␒多かった。

相ㄯ相手としてᐙ᪘やᑓ㛛ᐙなどよりも多かったことは、同じᝎみをศかちあい、Ꮚ⫱て࡬のຓ言が

᭷┈であるという点において、保護者にとっては自ຓ組⧊の役割が㠀ᖖに大きいことを示している 5)。

また、中学生から㟷年までの当஦者の保護者を対㇟としたアンケートㄪᰝでは、親の会入会の目的と

して、ձ᝟ሗの入手、ղ同じᝎみをもつ人との交流、ճᏊどもの活動の場࡬の参加によるᏊどもの཭

人࡙くり、が挙げられた 6)。 

この親の会は、当஦者同士をつなࡄ役割をᯝたすという面もある。親の会の中には、本人活動など

として、当஦者となるᏊどもたちが活動する場を持つ団体も少なくない。ึめは親の会として、保護

者のⲔ話会などを中心に行っていく中で、Ꮚどもたちも成長していきグループ活動などに参加できる

ようになっていく。そして親の会の活動が、保護者の場と当஦者の場として 2 つのഃ面を持つように

なってきたといえる。 

2 . 2  ࣉ࣮ࣝࢢࣉࣝ࣊ࣇࣝࢭ 

親の会のもとに実᪋されている当஦者の活動の࡯かに、セルフヘルプグループというᙧで当஦者同

士の活動に㔜きをおいている活動の場もある。このセルフヘルプグループとは「自ຓグループ࣭当஦

者組⧊࣭本人の会などともいわれ、⑓気、障害、౫存やႴⒷ、࣐イࣀリティグループなど、同じ状ἣ

にある人々が相互に援ຓしあうために組⧊し、運営する自立ᛶと継続ᛶを᭷するグループ」である。
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その一⯡的な特㉁として、ձ௰間を見つけ、Ꮩ立からのゎᨺとᏳ心できる場をᥦ౪する、ղ୺体的に

ㄢ㢟を㑅ᢥする、ճ援ຓにまつわるスティグ࣐を㝖ཤする、մ反ᑓ㛛⫋୺義をᥦၐする、ことが挙げ

られている㸵）。 

ᅜෆでの活動においては、᩿ 㓇会やᘬきこもりなどについてのセルフヘルプグループのṔྐが長い

㸶）㸷）が、㏆年は発達障害の㡿ᇦでも、支援機㛵や SNS ➼で出会った成人当஦者同士が自ຓグループ

や地ᇦで当஦者会を作って活動するようなケースがቑえてきた。ᖹ成 28 年度ཌ生ປാ┬障害者⥲合

⚟♴᥎㐍஦ᴗによるࠗ 発達障害者の当஦者同士の活動支援の在り方に㛵するㄪᰝሗ࿌᭩（2017）10）࠘

では、成人の発達障害当஦者による当஦者会の現状がึめてሗ࿌された。 

発達障害における支援のࢽーࢬは、Ꮚどもの困難さを親が௦ᘚする、あるいは親の会が当஦者を௦

ᘚするようなᙧで社会や行ᨻに対してᥦ言されてきた。しかし成人当஦者の場合は、㟷年࣭成人期に

なってからデ᩿がついたり困りࡈとが発生したりする場合もあり、親にはᏊ౪のࢽーࢬをきちࢇと⌮

ゎすることが困難であることも少なくない。 

先述したཌ生ປാ┬のㄪᰝは、成人期の当஦者に実際にどのようなࢽーࢬがあるのかを集⣙し、ᥦ

言していくことを目的に行われた。このㄪᰝにおける当஦者会はࠗ 運営はᴫࡡ当஦者で行われており、

ポートやセルフヘルプをしているグループ࠘と定義され、඲ᅜࢧアࣆ 66 団体からのᅇ⟅をඖに集ィ

された。以下、セルフヘルプグループを当஦者会とㄞみ᭰え、このㄪᰝሗ࿌のᴫ要を示す。 

当஦者会では 47 %が当஦者のみで運営されており、当஦者と親、あるいは当஦者と支援者などと

のඹ同運営もྵめると⣙ 6 割で当஦者が運営に㛵わっていた。そのような運営体ไの中で、多くの当

஦者会では、Ⲕ話会や交流会を୺な活動ෆᐜとしていた。しかし、Ⲕ話会や交流会といった自⏤で⦆

やかな対人㛵ಀのつながりを⥔持する活動は当஦者だけでは難しく、様々なᕤኵが行われていた。 

ᕤኵしているෆᐜについてศ㢮すると、ձᏳ心ឤのᢸ保、ղプライバࢩー࡬の㓄៖、ճルール࣭つ

⠊、մ発達特ᛶ࡬の㓄៖、յᑓ㛛⫋による支援、ն対人㛵ಀのケア、が挙げられる。当஦者会を行っ

てよかった点として「ᝎみをඹ᭷できた」「௰間ができた」といった㛵ಀᛶにまつわるものが多かっ

た一方で、苦ປしているၥ㢟としても「利用者の対人㛵ಀ」といった㛵ಀᛶのၥ㢟が挙げられた。発

達特ᛶゆえに生じる運営上の困難については、当஦者のみでのゎ決は難しく、当஦者のことを⌮ゎし

うまく㛵ಀᛶをㄪᩚできるスタッフやᑓ㛛ᐙの必要ᛶが上げられた。しかしながら、運営スタッフの

୙足や、ᑓ㛛ᐙの参加をよくᛮわないという意見もあり、当஦者会としてのどのように運営するのか

については、௒後もㄪᰝやྛ஦例からの᳨ウが必要とされている。 

2 . 3  筆者らの運営する団体の఩⨨࡙ࡅと本✏の┠ⓗ 

このような状ἣの中で、筆者らはᑓ㛛ᐙによる支援グループでもなく、親୺ᑟの会でもなく、かと

いってセルフヘルプグループともいえない団体（以下、団体Ａ）を運営してきた。ヲ⣽はΏ㎶࣭ⵗⱑ࣭

ᐊᶫ２）で述べたが、この団体の特徴は、「ゆるい集まり」２）、１１）であること、一部ᑓ㛛ᐙも存在する

が、様々な出自࣭⫋ᴗを持つスタッフが௻⏬運営の中心をᢸうこと、スタッフと参加している当஦者
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（メンバー）との垣根は低く、スタッフとメンバーが混在したグループＬＩＮＥやメーリングリスト

で相互に意見を出し合って会の活動を決定していること、保護者会も行っており、時には保護者に運

営協力を求めることもあるが、保護者が運営の中心ではないことなどが挙げられる。 

現在参加しているメンバーは高校生から成人であるが、前身団体（以下、団体Ｂ）から数えると

19 年間続いており、この団体Ａのみでも 10 年間継続されている。メンバーの中には、幼稚園の頃か

らかかわりを続けているものもいる（これらの団体の設立経緯は、表１に示した）。比較的長期間続

いているこれらの団体は、親の会ともセルフヘルプグループともまた違った位置にいる。このように

様々な位置に支援団体が存在することは、ともすれば「エアポケット」状態に落ち込みがちな発達障

害を持つ人を多面的に支える網のひとつとして意義があるといえる。そこで本稿では、特にライフス

テージを通した発達的観点からの論考を前著２）に加えていくことを目的とする。 

本論：筆者らの運営する団体について 

1 筆者らが運営する団体の「場」としての機能 

現在筆者らが運営する団体（以下、団体 A）は、大学実習の一環として運営されてきた団体（以下、

団体 B）を前身として当時のスタッフとメンバーが定期的に交流を続けている集まりである。前述の

ように、この団体は「ゆるい集まり」であり、メンバーの社会技能訓練を行うといったような明白な

目的や機能はない。基本的には「疲れたときや困ったときに少し“羽を伸ばす”場所」という役割で

あり、メンバーがやってみたいことや、希望したことに取り組む場所である。 

例えばそれは「カラオケボックスを利用してみたい」という希望であったり、「バーベキューをやっ

てみたい」という希望であったりする。このような希望については、メンバー同士だけでは実現が難

しいこともあり、その際にスタッフが背中を押したり、きっかけを作ったりすることがある。カラオ

ケボックスであれば、会員証を作成するやり方をさりげなく見せたり、部屋で飲食品を注文する方法

を示したり、終了前の電話対応を行ったりしてみせる。また、バーベキューであれば、一緒に買い出

しに行って、メンバーが食べたいものを購入すると同時に、バーベキューに必要な物品が足りなけれ

ばそのことを話したり、火熾しの際に炭を少し小さくすることを示したり、野菜を切る際に、上手に

野菜が切れそうなメンバーに先に野菜を切ってもらうことで、自信の持てないメンバーにとってのさ

りげない手本になってもらったりする。また、グループ LINE を通したやりとりでは、スタッフが何

気ないやりとりをはじめることで、少数ではあるがメンバーからのコメントがついたりもする。 

 自閉スペクトラム症のような特徴を持つ人は、見通しを立てた行動を苦手とするが、その反面、一

度その活動を経験してしまえば（時に硬直的な行動になってしまったり、自信過剰になることもある

が）、そのルーティーンに沿って、繰り返し活動をすることができる。実際にカラオケボックスでの

活動のあと、「またカラオケに行こう、行きたい」というような発言が見られたり、団体での活動が

終わった後に、メンバー同士でカラオケに行くという動きが見られたりした。また、地下鉄での移動 
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に自信が持てないメンバーも、一緒にᚅち合わせをしたうえで何度か繰り返して活動場所の᭱ᐤり㥐

で㝆りる体験をすると、一人で地下鉄㥐でᚅっていたり、少し᪩めに฿╔して࿘ᅖを᥈⣴し、コンࣅ

 。エンスストアで買い物をしたりしてᚅつようになっていたりするࢽ

筆者にとって㠀ᖖに༳㇟的な以下のような出᮶஦があった。中学校に入っても自㌿㌴に஌った経験

がないというあるメンバーをスタッフの自㌿㌴に㊬らせ、前後ᕥྑで支えながら、当時活動していた

大学ᵓෆを一緒に㉮るという活動を団体 B の時にしたことがあった。このメンバーは高校生になり団

体 A の活動にᘬき続き参加するようになった。ある活動のために、スタッフとメンバーがバスで目的

地にྥかって移動した。その後このメンバーは、なࢇでもないことのように自㌿㌴でやってきて活動

に参加した。このメンバーがᜍらく本人がそれまでに自㌿㌴に஌る練習を地㐨に行ってきたことが背

ᬒにあるであࢁう。一人で自㌿㌴に஌って目的地にやってきたことを、本人は௚のメンバーやスタッ

フたちから㈹㈶されたことが、本人にとって自ᕫຠ力ឤをᙉめることになったのではないかとᛮわれ

る。 

このように、団体Ａは「ゆるい集まり」ではあるものの、その活動の中では、ᙼらの௒できること

の少し上、すなわち発達の᭱㏆᥋㡿ᇦにᒓする活動をさりげなく行っていると言えるのではないだࢁ

うか。親の会やセルフヘルプグループにおいてこのような活動を行っていないとわけではないであࢁ

う。しかし親の会では親の交流に୺たる目的があり、ࣞクリエーࣙࢩンとしての当஦者活動が中心で

あることが多い。௚方、セルフヘルプグループでは、先のㄪᰝで「ᑓ㛛ᐙの௓入をዲまない」グルー

プもあることがሗ࿌されている。そこではᑓ㛛ᐙのຓ言によらࡎ、当஦者同士で様々なᝎみを話し合

い、相互に成長することが期ᚅされているといえる。 

それでは、このような「足場」かけについて、メンバー同士で「ちࡻっと上」の活動をするために

は、メンバー相互の力で高め合っていくことが求められよう。しかしそのためには、ࣦィࢶࢦキ−の

述べるように㐺切な「足場」のあることが望まれるということにもなࢁう。ただし、その「足場」は

必要᭱小㝈であることが求められるということでもあࢁう。団体Ａのスタッフでどのようにඹ᭷࣭⌮

ゎされているのかをᨵめて考ᐹしたい。 

 

2  団体㹀の≉ᚩについて 

団体 B はもともと大学実習（発達障害援ຓ実習）で、ィ⏬的に実᪋されていた。PDCA イクルࢧ

に基࡙いた団体 B の活動の流れについては、᪤に小Ἠ 13)が述べている。団体Ｂの大きな特Ⰽは、メ

ンバーが参加する活動前後に࣑ーティングを行い、඲スタッフがこの஦前࣭஦後࣑ーティングを通し

て、自ศが直᥋㛵わっていないメンバーの様Ꮚについてもヲ⣽に▱り、また当஦者意㆑を持って意見

交᥮をしていたことにある。 

団体Ｂでは、一人のメンバーを数ྡのスタッフがࢳームไでᢸ当するという、いわば小ࢳームไが
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取られていた。ྛ ーティングで、その᪥に行うண定の活動とその目的、౑用するᩍᮦ࣭࣑ームは஦前ࢳ

ᩍලについてㄝ明し、その際௚のࢳームはその活動ෆᐜやᩍලについてコメントし、また活動の╔║

点について意見交᥮を行った。メンバーを対㇟とした活動はࢳーム༢位で行われるが、஦後࣑ーティ

ングでは෌ࡧ඲スタッフが集まって、ྛࢳームが஦前࣑ーティングでሗ࿌した目的が達成されたか、

目的に対して活動ෆᐜやᩍලが㐺切であったか、ḟᅇはどのような活動ෆᐜで、どのようなᩍලを౑

用するのかについて話し合った。このようなヲ⣽な意見交᥮を行うことで、自ศが直᥋ᢸ当していな

いメンバーについても⌮ゎが῝まっていき、現在の発達状ἣについても᳨ウができるようになってい

った。 

᭦に、༙年に一度ಶูのᩍ⫱ィ⏬（Individual Educational Plan, 以下 IEP)を作成し、ኟఇみと

᫓ఇみにはこの IEP を᳨ウするする᪥⛬を設けた。このことによって、メンバー඲体の発達状ἣに

ついて⌮ゎを῝めることが出᮶るようになっていった。団体 B で作成した IEP には、これまでの発

達状ἣのᴫ観の࡯か、実習の中でᑓ㛛ᐙのスーࣃーバイࢬをཷけつつྛࢳームで実᪋するメンバーの

▱能᳨ᰝの⤖ᯝとそのゎ㔘もྵめて示され、それまでの発達状ἣཬࡧ▱能᳨ᰝを通して行うアセスメ

ントと、そのアセスメントに基࡙くḟの༙期の活動目ᶆとそれを達成するල体的な手立て、およࡧそ

のホ౯方法について示される。こうしたᙧでಶ々のメンバーの発達の特ᛶ、௒できること、ㄆ▱機能

の特徴、これからどのような支援が必要とされるかについてが示されていた。そのようなヨみは᏶඲

に実現したわけではないが、スタッフ඲体で᳨ウすることが、ᢸ当以እのメンバーについても⌮ゎを

῝め、対応する力㔞を高めていったものとᛮわれる。 

஦前࣭஦後࣑ーティングはこのように㠀ᖖに᭷┈な活動ではあったが、しかしスタッフに対する㈇

ᢸは少なくなかった。そのような஦᝟に加え、現在の団体Ａでは大༙のスタッフが自身の生活を持つ

社会人であることから、࣑ーティングの時間は༑ศではない。しかしながら現在のスタッフがメンバ

ーの「ちࡻっと上」の活動を⌮ゎし、そのような活動に取り組むためのきっかけを作ったり、背中を

押したりできるのは、団体 A において࣑ーティング、IEP 作成と意見交᥮を通してメンバーについ

て⌮ゎを῝めたことににあるのではないかと考える。 

⤖論：「♫఍඲体࡛の㔜ᒙⓗ࡞ᨭ᥼」ࡵࡓ࠺⾜ࢆに 

ᖹ成 22 年 7 ᭶にෆ㛶ᗓが示した「社会生活を෇⁥に営む上で困難を᭷するᏊども࣭ⱝ者࡬の⥲合

的な支援を社会඲体で㔜ᒙ的に実᪋するために」と㢟したሗ࿌᭩ 15)には、このようなᏊ౪࣭ⱝ者࡬の

支援は、「༢一の機㛵だけでは困難なものもあり、様々な機㛵によるࢿット࣡ークをᙧ成し、それࡒ

れのᑓ㛛ᛶを生かした発達ẁ㝵に応じた支援を行っていくことが必要とされ」ており、「地ᇦにおい

て様々な社会㈨※の活用をᅗり、中学校༞ᴗや高➼学校中㏥などによって切れ目を生じることのない

よう必要な支援を継続的に行っていくためにࢿット࣡ークをᵓ⠏する必要ᛶをᨵめてᙉㄪしたい」と

述べられている。このሗ࿌᭩におけるẸ間団体の取りᢅいはࡈくわࡎかなものであるが、本稿で示し
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た親の会、セルフヘルプグループ、筆者らの運営する団体 A のような活動については、㔜ᒙ的な支援、

特に学校༞ᴗなどで切れ目が生じがちな支援をより᭷ຠなものにするための役割を持っているもの

とᛮわれる。 

そのためには、前ᥦとして団体 B のような活動の存在が必要であり、それが団体 A の活動につな

がっている。すなわち持続的で᭷ຠな支援࣭援ຓのためには、当஦者とそのᐙ᪘が᪩期から自ศらし

く存在できる「ᒃ場所」があることが求められるのである。そこには必要᭱小㝈の「足場」がかけら

れ、本人やᐙ᪘が「ちࡻっと」背中を押されて自らⓏっていくようになることが期ᚅされる。そのた

めには、地ᇦにおいて本人やᐙ᪘࡬の⌮ゎが῝まり、㐺切なࢿット࣡ークが必要に応じて作られるよ

うになることが求められるであࢁう。 

 

ㅰ㎡ 

本論文を作成するにあたり、多くの方にࡈ協力いただきましたことを、心よりឤㅰ⏦し上げます。

団体Ａに参加しているメンバーのⓙ様と、団体Ａの活動にࡈ⌮ゎとࡈ協力を㡬いている保護者のⓙ様

にឤㅰ⮴します。ⓙ様のおかげで㸪௒年で 10 ࿘年を㏄えることができました。これからもみࢇなに

とって、少し͆ 羽を伸ばす こ͇とができる場となれるよう、ゆるく活動を続けていけたらとᛮいます。 
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